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図 1 制御素子の保持構造 
 






















サイズ mm  150×150
許容重量 kg 20
ストローク
（X/Y/Z） mm 330 / 200 / 250
ストローク
（B/C） deg -110 ～ +10 / 360




早送り速度(B/C) min-1 100 / 200
スケール分解能 mm 0.00005
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スーパーＸ）を用いて銅薄板を治具上面に貼付
した．治具および銅薄板を含む大きさは 35 mm




が 40000 min-1，スケール分解能は 0.05 m の特
徴を有し，高速回転および高精度制御により，
小径工具を用いた微小切削を行うことが可能で




50000 min-1，送り速度 35 mm/min である． 
加工は，加工が比較的容易であると考えられ
る直径 200 m のエンドミルを用い，スリット








t=100 m の銅板に対し，工具径 D=100 m，刃









を斜入射とするととともに，板厚を t=20 m と
することで工具への抵抗の低減を図った．これ
らの対策の結果，スリット幅 W=100 m, ピッ












図 2 ワイヤグリッド写真 
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し板厚 t=20 m の銅板にピッチ P=100 m，スリ














端工具径 D=20 m のエンドミルを用い，板厚
t=100 m の銅板に対し，直径 DH=300 m のホ









軸の駆動分解能は 0.01 m であり，10 nm 以下の
高低差の検知も可能である． 
本顕微鏡の外観写真を図 3 に仕様を表 3 に示
す．測定はワイヤに垂直方向に対し行い，10 点







リット幅 W およびそれぞれの標準偏差σを表 4
に示す．測定の結果，製作したスリット幅は設
計値に対し，～5 m 程度小さい値となった．ス








大写真を図 5 に示す． 
 
図 3 レーザ顕微鏡の外観 
 
表 3 レーザ顕微鏡の仕様 
 
 
(a) Slit / pitch = 200 / 500 m 
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(b) Slit / pitch = 100 / 300 m 
図 4 レーザ顕微鏡プロファイル 
 
 
















ンテナからなる装置であり， 10 ps 程度の電磁
波パルスを発生・検出する．得られたパルス波




















































194.8 (2.4) 495.3 (3.1)
295.6 (7.1)98.1 (2.6)
500 m 500 m
(b) Back side(a) Front side
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中線は 500 m ピッチの試作ワイヤグリッド，
細線は 300 m ピッチの試作ワイヤグリッドの
測定結果である．500 m ピッチのワイヤグリッ















属部が遮蔽物となるためであり， 500 m ピッ
チワイヤグリッドの自由空間と金属面積の比は




























































? FFT	amplitude	?inserted WG?FFT	amplitude	?Reference? 	
Extinction	ratio
? FFT	Amplitude	?WG1	and New	WG	is	same direction?FFT	Amplitude	?WG1	and	New	WG	is	vertical?
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